○消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制　定　昭和60年８月１日規則第３号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成元年３月29日規則第７号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３年６月４日規則第７号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成７年８月15日規則第７号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年３月29日規則第２号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年５月19日規則第７号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年12月27日規則第16号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年３月29日規則第３号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年３月26日規則第10号

　　　　　　　　　　平成26年10月28日規則第９号

平成27年９月４日規則第６号

　消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則（昭和47年滝川地区広域消防事務組合規則第12号）の全部を改正する。

　（趣旨）

第１条　消防組織法（昭和22年法律第226号）第16条第２項及び第23条第２項に基づく、消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制については、この規則の定めるところによる。

　（訓練礼式）

第２条　消防職員及び消防団員の訓練礼式については、消防訓練礼式の基準（昭和40年消防庁告示第１号）及び消防操法の基準（昭和47年消防庁告示第２号）による。

  （服制）

第３条　消防職員の服制については、別表第１及び別図第１のとおりとする。

２　消防団員（男性）の服制については、別表第２及び別図第２のとおりとする。

３　消防団員（女性）の服制については、別表第３及び別図第３のとおりとする。

　　　附　則

　この規則は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成元年３月29日規則第７号）

　この規則は、公布の日から施行する。

      附　則（平成３年６月４日規則第７号）

　この規則は、公布の日から施行し、平成３年４月１日から適用する。

　    附　則（平成７年８月15日規則第７号）

　（施行期日）

１　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）

２　この規則の規定にかかわらず、当分の間、この規則による改正前の制服を使用することができる。

  　　附　則（平成14年３月29日規則第２号）  

　（施行規則）

１　この規則は、平成14年４月１日から施行する。

　（経過措置）

２　この規則の施行の際現に給与されているこの規則による改正前の消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則の規定による作業服については、当分の間、この規則による改正後の消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則の規定による活動服とみなす。

　　　附　則（平成18年５月19日規則第７号）
　（施行規則）
１　この規則は、公布の日から施行し、平成18年４月１日から適用する。
　（経過措置）

２　この規則の施行の際、現に貸与されているこの規則による改正前の消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則の規定による服制については、当分の間、この規則による改正後の消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則の規定による服制とみなす。

　　　附　則（平成18年12月27日規則第16号）

　この規則は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成19年３月29日規則第３号）

この規則は、平成19年４月１日から施行する。　
　　　附　則（平成22年３月26日規則第10号）

この規則は、平成22年４月１日から施行する。
附　則（平成26年10月28日規則第９号）
（施行期日）
１　この規則は、公布の日から施行する。
（経過措置）

２　この規則の施行の際現に給与されているこの規則による改正前の消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則の規定による活動服については、当分の間、この規則による改正後の消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則の規定による活動服とみなす。
附　則（平成27年９月４日規則第６号）

（施行期日）

１　この規則は、公布の日から施行する。
（経過措置）

２　この規則の施行の際現に貸与されているこの規則による改正前の消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則の規定による活動服については、当分の間、この規則による改正後の消防職員及び消防団員の訓練礼式及び服制に関する規則の規定による活動服とみなす。

別表第１（第３条第１項関係）

	消　　　　防　　　　吏　　　　員　　　　服　　　　制

	制               帽
	色又は

地　質
	濃紺の毛織物

	
	製　式
	円形とし、前ひさし及びあごひもは、黒色革製とする。あごひもの両端は帽の両側において金色金属製消防章各１個 でとめる。形状は、別図第１のとおりとする。

	
	き　章
	　銀色金属消防章をモール製金色桜で抱ようする。台地は地質と同様とする。

形状及び寸法は、別図第１のとおりとする。

	
	周　章
	帽の腰まわりには、黒色のなな子織を巻き、消防司令以上の場合には、じや腹組金線及びじや腹組黒色線を、消防司令補の場合には、じや腹組黒色線を巻くものとする。形状及び寸法は、別図第１のとおりとする。

	盛　　　夏　　　帽
	色又は

地　質
	濃紺又はその類似色の合成繊維の織物

	
	製　式
	円形とし、前ひさし及びあごひもは、地質と類似色の革製とする。あごひもの両端は、帽の両側において金色金属製消防章各１個でとめる。天井の両側に各２個のはと目をつけ、通風口とする。腰は藤づるあみとし、すべり革には、所要の通風口をつける。天井の内側には、汚損よけをつける。形状は、制帽と同様とする。

	
	き　章
	制帽と同様とする。台地は地質と同様とする。

	
	
	

	
	周　章
	帽のまわりに、地質と類似のなな子織を巻くものとする。

	略　　　　　帽
	色又は

地　質
	制帽及び盛夏帽と同様とする。

	
	製　式
	前ひさし及びあごひもは、地質と同じものとする。あごひもの両端は、帽の両端においてとめる。形状及び寸法は、別図第１のとおりとする。

	
	き　章
	銀色布製消防章とする。台地は地質と同様とする。形状及び寸法は、別図第１のとおりとする。

	
	周　章
	帽の腰まわりには、白線をまき階級を表示する。

形状及び寸法は、別図第１のとおりとする。

	救　急　帽
	色又は

地　質
	灰色又は濃灰色の合成繊維又は綿混紡の織物

	
	製　式
	救急服のズボンと同色で前ひさしに白の反射テープをつける。その他形状及び寸法は、別図１のとおりとする。

	
	き　章
	略帽と同様とする。

	
	周　章
	略帽と同様とする。

	防　火　帽
	帽
	色又は

地　質
	　銀又は黄系、黒系の強化合成樹脂又は堅ろうな材質

	
	
	製　式
	かぶと型とし、内部に頭部の震動を防ぐ装置をつける。 前後部にひさしをつけ、あごひもは、合成繊維とする。別図第１のとおりとする。
 形状は、別図第１のとおりとする。

	
	
	き　章
	銀色金属製消防章とする。台地は地質と同じものとする。

形状及び寸法は、別図第１のとおりとする。

	
	
	周　章
	帽の腰まわりに１条ないし３条の赤の反射線をつける。寸法は、別図第１のとおりとする。

	
	し　こ　ろ
	色又は

地　質
	銀又は黄系、黒系の耐熱性防水布

	
	
	製　式
	取付け金具により帽に付着させるものとし、前面は両眼で視認できる部分を除き、閉じることができるものとする。形状は、別図第１のとおりとする。

	制　　　　　　　　　　　　　　　　　　服
	色又は地質
	制帽と同様とする。

	
	上　　　　　　　　　　　　　　衣
	製　　　　　　　　　　　　　式
	前　面
	折りえり

胸部は二重とし、消防章をつけた金色金属製ボタン各３個を２行につける。前面に左に２個、右に１個のポケットをつけ、下部左右のポケットにはふたをつける。形状は、別図第１のとおりとする。

	
	
	
	階級章
	黒色毛織物又は黒色金属製の台地とし、上下両縁に全線ししゅう状を施し、中央に平織金線及び銀色消防章をつける。階級章は、右胸部につける。ただし、消防長の職にある者は、これをつけないことができる。形状又は寸法は、別図第１の とおりとする。

	
	
	
	消　防

長　章
	　銀色の台地とし、金色線３条及び黒色線２条を配し、中央に、いぶし銀色の桜葉及び銀みがきの桜花でかこんだはめ込みの金色消防章を配する。
　消防長章は、階級章の上部につける。形状及び寸法は、別図第１のとおりとする。

	
	
	
	そで章
	黒色しま織線１条に消防司令補以上は、じや腹組金線１条を、消防士長はじや腹組銀線１条を表半面にまとい、その下部に消防司令補以上の場合には、金色金属製消防章をつける。形状及び寸法は、別図第１のとおりとする。

	
	
	
	えり章
	　左えりに、滝川地区広域消防事務組合を表徴するバッジ１個をつける。

	
	ズ ボ ン
	色又は

地　質

製　式
	　上衣と同様とする。長ズボンとし、両もも及び右側後方に各１個のポケットをつける。形状は、別図第１のとおりとする。

	盛　夏　服
	上　　　衣
	色又は

地　質
	　淡青とする。

	
	
	製　　式
	前　面
	　シャツカラーの長そで又は半そでとする。

　地質と類似色のボタンを１行につける。

　形状は、別図第１のとおりとする。

	
	
	
	肩　章
	　外側の端を肩の縫いこみ、えり側を地質と類似色のボタン１個でとめる。

	
	ズ　ボ　ン
	色又は

地　質
	　盛夏帽と同様とする。

	
	
	製　式
	　制服ズボンと同様とする。

	活動服
	上　衣
	色
	　略帽と同様とし、えり、肩及び背面上部（別図中網掛け部分）にオレンジ色を配する。

	
	
	製　式
	　長そでとし、背面上部に消防本部名を表示する。用途に応じ、通気性、難燃性、強度、帯電、静電防止等の機能性に配慮する。形状は、別図第１のとおりとする。

	
	ズ　ボ　ン
	色
	　略帽と同様とする。

	
	
	製　式
	　長ズボンとする。用途に応じ、通気性、難燃性、強度、帯電、静電防止等の機能性に配慮する。形状は、別図第１のとおりとする。

	救　　　　急　　　　服
	上　　　　　衣
	色又は

地　質
	　灰又は濃灰色の合成繊維又は綿混紡の織物

	
	
	製　式
	　開襟（小開き式）の長そで又は半そでとする。左右両肩に肩章をつけ、白の反射テープをつける。形状は活動服と同様とする。ただし、ジャンパー式とすることもできる。 形状は、別図第１のとおりとする。

	
	ズ　ボ　ン
	色又は

地　質
	　色は、上衣より濃く同様の織物であること。

	
	
	製　式
	　長ズボンとし、両もも前方及び両側後方に各１個のポケットをつける。

　形状は、別図第１のとおりとする。

	
	替  え り
	　色は白とし、綿混紡の織物とする。

	防　火　衣
	色又は

地  質
	　防火帽しころと同様とする。

	
	製　式

	　外衣と中衣の脱着可能な多層構造とし、ラグラン袖及びエルゴデザインの上衣と特殊デザインのサスペンダー付スラックスとする。上衣の背面上部に消防本部名を表示する。形状は、別図第１のとおりとする。

	外　　と　　う
	色
	　濃紺又は灰色とする。

	
	製　式
	　濃紺の外とうは、胸部及び腰部の左右に各１個のポケットをつけ、胴にはバンドをつける。そで章は、制服上衣そで章と同様とする。

　形状は別図第１のとおりとする。

　灰色の外とうは、ブルゾンとし背面上部に消防本部名を表示する。

	雨　衣
	色又は

地　質
	　黒と白の防水布とする。

	
	製　式
	　上衣と下衣に分かれているものとする。

	ネクタイ
	　黒又は濃紺の織物

	礼式用手袋
	　白の織物

	く　　　つ
	　黒色革の短ぐつとし、現場用は、銀色又は黒色のゴム製長ぐつ（踏抜き防止板金をそう入する。）とする。


備考

　１　略帽については、別に定めるアポロキャップをもって、これに代えることができる。

　２　活動服及び救急服については、ファスナーをもって、ボタンに代えることができる。

別図第１（第３条第１項関係）

　　　　　　（数字は、寸法を示し、その単位は、ミリメートルとする。）
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別表第２（第３条第２項関係）

	消　　　防　　　団　　　員　　　服　　　制

	帽
	地　質
	　黒色の毛織物、合成繊維物又はこれらの混紡織物とする。

	
	き　章
	　金色金属製消防団徽章をモール製金色桜で抱擁する。 地台は地質と同様とする。

　形状及び寸法は、別図第２のとおりとする。

	
	製　式
	　円形とし、黒革製の前ひさし及びあごひもをつける。あごひもの両端は、帽の両側において消防団き章をつけた径12ミリメートルの金色ボタン各１個でとめる。

　形状及び寸法は、別図第２のとおりとする。

	
	周　章
	　帽の周囲には巾３０ミリメートルの黒色ななこべりをつける。 副分団長以上の場合には平しま織金線をつける。 形状及び寸法は、別図第２のとおりとする。

	盛

夏
帽

	色又は

地　質
	　灰又は濃灰色の合成繊維の織物とする。（ＳＤ色）

	
	き　章
	　帽と同様とする。地台は地質と同様とする。

	
	製　式
	　円形とし、地質と類似色の前ひさし及びあごひもをつける。あごひもの両端は、帽の両側において消防団き章をつけた径12ミリメートルの金色ボタン各１個でとめる。天井の両側に各２個のはと目をつけ、通風口とする。腰は藤つるあみとし、すべり革には、所要の通風口をつける。 天井の内側には、汚損よけをつける。
　形状及び寸法は、帽と同様とする。

	
	周　章
	　帽の腰まわりには、幅30ミリメートルの地質と類似色のななこべりをつける。
　副分団長以上の場合には平しま織金線をつける。形状及び寸法は、帽と同様とする。

	略

帽
	地　質
	　帽と同様とする。

	
	き　章
	　金色金属製消防団き章とする。地台は地質と同様とする。

　形状及び寸法は、別図第２のとおりとする。

	
	製　式
	　地質と同じもので作った前ひさし及び幅１ミリメートルの赤線を上下につけたあごひもをつける。あごひもの両端は、帽の両側において消防団き章をつけた径12ミリメートルの金色ボタン各１個でとめる。 形状及び寸法は、別図第２のとおりとする。

	
	周　章
	 帽の腰まわりには、１条ないし３条の赤色線をつける。

 寸法は、別図第２のとおりとする。

	上　　　　　　　衣
	地　質
	　帽と同様とする。

	
	製　　　　　式
	え　り
	　剣えりとする。

	
	
	前　面
	　消防団き章をつけた径12ミリメートルの金色ボタン３個を１行につける。

　左胸部及び下部左右に各１個のポケットをつけ、下部左右のポケットには、ふたをつける。形状は、別図第２のとおりとする。

	
	
	後　面
	　すその中央を裂く。 形状は、別図第２のとおりとする。

	
	
	そで章
	　表半面には、１条ないし３条の金色しま織線をまとう。

　形状及び寸法は、別図第２のとおりとする。

	
	
	えり章
	　左下えりに、滝川地区広域消防事務組合を象徴するバッジ１個をつける。

	ズ　ボ　ン
	地　質
	　帽と同様とする。

	
	製　式
	　長ズボンとし、両側前方及び右側後方に各１個のポケットをつける。

　両側縫目に幅15ミリメートルの黒色ななこ織の側章をつける。

　形状は、別図第２のとおりとする。

	盛　夏　略　衣
	地　質
	　灰色の合成繊維織物とする。

	
	製式
	え　り
	　開襟（小開き式）

	
	
	前　面
	　地質と類衣色のボタン４個を１行につける。胸部左右にふたのあるポケット各１個をつけ、径15ミリメートルの金色金属製消防団き章のボタンでとめる。

　形状は、別図第２のとおりとする。

	
	
	そ　で
	　長そでカフスつき、地質に似た色のボタンでとめる。

	盛

夏

ズ

ボ

ン
	地　質
	　盛夏略衣と同様とする。

	
	製　式
	　長ズボンとし、両側前方及び右側後方に各１個のポケットをつける。

　形状は、別図第２のとおりとする。

	
	
	

	靴
	地　質
	　黒色の革とし、現場用は銀色又はゴム製長ぐつとする。

	
	製　式
	　短長適宜

	階　　級　　章
	団　　　長
	　長さ45ミリメートル、幅30ミリメートルの黒色の台地とし、上下両縁に３ミリメートルの金色平織線、中央に18ミリメートルの金色平織線及び径12ミリメートルの金色消防団き章３個をつけ、上衣の右胸部につける。

	
	副　団　長
	　金色消防団き章２個をつける。他は上記と同様とする。

	
	分　団　長
	　幅６ミリメートルの金色平織線２条及び径12ミリメートルの金色消防団き章３個をつける。他は上記と同様とする。

	
	副分団長
	　金色消防団き章２個をつける。他は上記と同様とする。

	
	部　　　長
	　金色消防団き章１個をつける。他は上記と同様とする。

	
	班　　　長
	　幅３ミリメートルの金色平織線２条及び径12ミリメートルの金色消防団き章３個をつける。他は上記と同様とする。

	
	団　　　員
	　金色消防団き章２個をつける。他は上記と同様とする。

	防   火   帽
	帽
	色又は

地　質
	  銀色の強化合成樹脂又は堅ろうな材質とする。

	
	
	き　章
	　銀色金属製消防き章とする。地台は地質と同様とする。

　形状及び寸法は、帽と同様とする。

	
	
	製　式
	　かぶと型とし、内部に頭部の振動を防ぐ装置をつける。前後部にひさしをつけ、あごひもは、合成繊維とする。形状は、消防吏員服制の防火帽と同様とする。

	
	
	周　章
	　帽の腰まわりに１条ないし３条の黄の反射線をつける。

　寸法は、別図第２のとおりとする。

	
	
	その他
	　帽には、所属する消防団が識別することができるシール（反射式）を貼付するものとする。

	
	し

こ
ろ
	色又は

地　質
	　銀色又は紺色、オレンジ色の耐熱性防水布とする。

	
	
	製　式
	　取付け金具により帽に付着させるものとし、前面は両眼で視認できる部分を除き、閉じることができるものとする。 形状は、消防吏員服制の防火帽と同様とする。

	防　火　衣
	色又は

地　質
	　防火帽しころと同様とする。

	
	製　式 
	　折りえりラグランそで式バンドつきとする。肩及びその前後に耐衝撃材を入れ、ポケットは左右側腹部に各１個をつけ、ふたをつける。
　形状は、別図第２のとおりとする。

	活

動

服
	上

衣
	地　質
	　紺色及びオレンジ色を配した混紡織物とする。

	
	
	製　式
	　長そでとし、ファスナーをつける。胸囲及びそでにオレンジ色を配す。

左右両肩に肩章をつける。上衣の背面上部に消防団名を表示する。

　形状は、別図第２のとおりとする。

	
	ズボン
	地　質
	　上衣と同様とする。

	
	
	製　式
	長ズボンとし、ポケットをつけ機能性に配慮する。

　形状は、別図第２のとおりとする。

	
	防寒作業服
	　色は濃紺色。形状は、別図第２のとおりとする。

	外

と

う
	地　質
	　黒又は濃紺の絨とする。開襟式。

	
	製　式
	　ポケットは左右に各１個をつける。胸部は両前とし、消防団き章をつけた金色ボタンを各３個を２行につける。えり部に頭巾どめの黒色ボタン５個をつけ、頭巾に鼻おおい１個及び黒色ボタン３個をつける。 幅50ミリメートルの背帯をつける。

	
	そで章
	　上衣と同様とする。

	消 防 手 帳
	製　式
	　表紙は、鉄紺色の革製又はこれに類するもの。中央上部に消防団章を、その下に「消防団員手帳」の文字、その左側に消防団名をそれぞれ金色で表示し、背部に鉛筆差しを設け、その下端に長さ45センチメートルの黒色のひもをつけ、表紙内側には名刺入れをつける。用紙は、恒久用紙と記載用紙とに分け、いずれも差し換え式とし、その枚数は、恒久用紙16枚、記載用紙80枚とする。
　形状及び寸法は、別図第２のとおりとする。

	ネクタイ
	　３色（紺色、白色、オレンジ色）のストライプ模様の織物

	礼式用手袋
	　白の織物

	バ　ン　ド 
	　革又は合成繊維とし、前金具の中央には消防団き章をつけ る。


 備考

　１　略帽については、別に定めるアポロキャップをもって、これに代えることができる。

　２　活動服はボタンをもって、ファスナーに代えることができる。

　３　外とうは必要に応じて使用する。

別図第２（第３条第２項関係）

　　　　　　（数字は、寸法を示し、その単位は、ミリメートルとする。）
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                             防　寒　作　業　服　

　　　　　　 　　後　　　面　　　　　　　       　　前　　　面


　　　　　　　　　　  　　　　外　　　と　　　う　
　　　　　　　　前　　　　  　　　　　　　後　　　　　  　　　外とうの頭巾



　　　　　　   　　　　　　防火帽につける階級周章　

　　　　　　　　　　　　　　　消　防　手　帳　
　　　　　　　　　　　　　　　（表　　　紙）



　　　　　　　　　　　　　　恒　久　用　紙



	帽
	色
	　暗い濃紺とする。

	
	製　式
	　円形つば型とし、帽のまわりにリボンを巻くものとする。形状は、別図３のとおりとする。

	
	き章
	　銀色金属製消防団き章をモール製銀色桜で抱擁したものとする。台地は暗い濃紺とする。

	盛　夏　帽
	色
	　濃紺

	
	製　式
	　帽と同様とする。

	
	き　章
	　帽と同様とする。台地は濃紺とする。

	略　帽
	色
	　男性と同様とする。

	
	製　式
	

	
	き　章
	

	制　　服
	色
	　帽と同様とする。

	
	製　式
	　上衣の前面は、銀色ボタンを用い、打ち合わせを右上前とするほかは、男性と同様とする。後面は両側脇線のすそを裂くものとする。また、そで章は、銀色しま織線をまとうものとする。下衣は、長ズボン、スカート又はキュロットスカートとする。形状は、別図３のとおりとする。

	活　動　服
	色及び製式
	　男性と同様とする。形状は、別図第２のとおりとする。

	ネクタイ
	色及び製式
	　男性と同様とする。

	カバン
	色
	　黒色

	
	形　状
	　ショルダー型で携行品を収納できるものとする。


別表第３（第３条第３項関係）
別図第３（第３条第３項関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帽　

制　　　　服
　　　　　　　　　　　前　　　面　　　　　　　　　　　　　　　　　　後　　　面

　　　　長　ズ　ボ　ン　　　　　　　　　ス　カ　ー　ト　　　　　　　　キュロットスカート
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